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医療・介護・
くらしの事など… 何でも相談ダイヤル

一人で悩みをかかえていませんか？
まずはフリーダイヤルまでご連絡ください。
『困った』解決をお手伝いします。

 健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる

●発行責任者　専務理事  森　健弘

18,759人
610,554,000円

32,547円
21支部
141班

2021年１月31日現在

生協ふれあい会館2階「相談室」

３月22日（月）15時半～17時

横山　詩土 弁護士

どんなご相談でもお気軽にどうぞ♪

住所変更等ありましたら、
まちづくり組合員活動支援部までご連絡ください

☎（0120）34－2510
まちづくり組合員活動支援部

無料無料平日の月曜～金曜
あさ9時～17時30分

まで受付

専　用
ダイヤル

▼
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
す

る
気
配
が
な
い
。そ
ん
な

な
か
で
も
菅
首
相
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る

つ
も
り
ら
し
い
。前
ア
メ

リ
カ
大
統
領
も
だ
が
、国

の
最
高
責
任
者
に
は
科

学
知
識
を
持
って
欲
し
い
。

自
身
に
十
分
な
知
識
が

な
け
れ
ば
ブ
レ
ー
ン
に
詳

し
い
人
を
置
く
べ
き
だ
▼

国
民
の
安
全
安
心
を
守

る
な
ら
ば
、歴
史
に
学
び

将
来
を
予
想
し
て
、科
学

的
見
地
か
ら
国
策
を
と

る
べ
き
だ
ろ
う
。し
か
し

菅
さ
ん
、仮
定
の
話
に
は

答
え
ら
れ
な
い
と
か
、生

ま
れ
る
前
の
事
は
わ
か

ら
な
い
な
ど
平
気
で
の
た

ま
う
▼
こ
う
い
う
人
た

ち
が
長
期
政
権
を
持
って

い
る
か
ら
、も
う
す
ぐ
震

災
後
10
年
を
迎
え
る
と

い
う
の
に
、避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人

が
４
万
人
以
上
も
い
る

し
、故
郷
に
帰
れ
な
い
人

が
多
く
い
る
の
だ
▼
科
学

的
に
考
え
る
な
ら
ば
原

発
は
す
ぐ
に
廃
止
す
べ

き
な
の
に
、経
済
優
先
に

し
か
目
が
行
か
な
い
人
は
、

そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

（
Ｋ
）

天天
望望
台台

　山口支部は支部を結成して７年目になります。
現在、月８つの教室（ころばん体操教室４・健
康ダンス教室２・カラダトトノエ教室･ウォーキ
ング・脳いきいき・パークゴルフ教室など）を、
あわせて６地域（小郡・吉敷・湯田・白石・大殿・
徳地など）で定期開催しています。

大自然の中でプレーできる醍醐味を、
もっとみなさんに知ってほしい

　昨年11月、山口市徳地引谷でパークゴルフ体
験会をはじめて開催しました。パークゴルフは、
支部長の私が妻とともに５年前に始めたのです
が、自然の中でプレーする快適さとゲームの面白
さにすっかりはまってしまい、今では生きがいに
なっています。こんなに面白くて健康に良いも
のをぜひ、もっと広めたいという思いで体験会
を開き、１２月にはパークゴルフ班ができました。
今では毎月1回おこなっています。ぜひ、希望
者は一度、体験に来られませんか？
 （山口支部　支部長　吉村方伸）

　健文会で組合員数が最大（2,100人）の下関支
部は『健康のひろば』手配り率の低さが課題（昨
年 9月現在18％）です。何とかしようと、住所
順に並べた組合員名簿と住宅地図を突き合わせ
た結果、いくつもの原因と対策が見えてきました。

目標の４割を突破したい！
　そのひとつは生協下関歯科周辺の大規模マン
ション群に住む多数の組合員に手配りされてい
ないことです。手分けして訪問行動しました。ま
た、支部ニュースでの募集や事業所への申し入
れなどで手配りさんも増やしました。こうしてわ
ずか２か月で130 世帯以上増やすことができ、
手配り率は26％まで達しました。郵送扱いになっ
ていた同居家族を整理し、配布対象世帯数を実
際に近づけたのも前進の一因です。
　全支部平均の 40％達成に向けて、ひきつづ
きがんばります。
 （下関支部　副支部長　藤川幸久）

　2020 年 10月の生協強化月間スタート集会で、
Ｍさん（80代）が「なかなかみんなと会えない
から淋しいね。家でもひとりだしね。行くところ
はいろいろあるけど、やっぱり時には淋しいもの」。
　この一言で「私も淋しいよ」と共感する方が
もう二人。すぐさま班の結成へ。それぞれメン
バーの頭文字をとって「もこまき班」としました。

一緒に体操教室へ
　いまでは世話人Ｋさんが、ひろばの配布時に毎
回声をかけたり、体操教室のときには迎えに行きま
す。玄関先ではまず、「元気だったかね！」と互い
に笑顔で対面。教室に全員が集合、今度は班員と
互いの近況報告、四方山話に花がさきます。ひとし
きり盛り上がったあと、さあ、体操開始です。
　班員同士、ちょくちょく顔を合わせ、話がで
きる関係がいつもそばにある、そんな頼もしい
「もこまき班」です。
 （岬支部　支部長　富田康子）

パークゴルフを通じて支部パークゴルフを通じて支部

活動の幅を全県に広めたい活動の幅を全県に広めたい
手配りさん増やしにがんばる！手配りさん増やしにがんばる！

4割達成に向けてひきつづき4割達成に向けてひきつづき
顔を合わせる喜び顔を合わせる喜び

岬支部「もこまき班」岬支部「もこまき班」
山口
支部

下関
支部

岬
支部

ででかけようかけよう つつながろうながろう 安心安心をを結結ぼうぼう

 生協生協のの 「「輪輪」」 をを
地域いっぱい地域いっぱいににしていきましょうしていきましょう

３月



2021年３月 第275号（ 2 ）

往
診
と
訪
問
診
療

在
宅
診
療
と
聞
く
と
皆
さ
ん

在
宅
診
療
と
聞
く
と
皆
さ
ん

「
往
診
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮

「
往
診
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮

か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
日
頃
通
院

か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
日
頃
通
院

治
療
中
で
も
夜
中
に
熱
が
出
て
し

治
療
中
で
も
夜
中
に
熱
が
出
て
し

ま
っ
て
急
き
ょ
か
か
り
つ
け
の
先

ま
っ
て
急
き
ょ
か
か
り
つ
け
の
先

生
に
電
話
を
し
（
あ
る
い
は
自
宅

生
に
電
話
を
し
（
あ
る
い
は
自
宅

に
呼
び
に
行
っ
て
）
自
宅
に
来
て

に
呼
び
に
行
っ
て
）
自
宅
に
来
て

も
ら
う
と
い
う
光
景
を
思
い
浮

も
ら
う
と
い
う
光
景
を
思
い
浮

か
べ
ま
せ
ん
か
？

か
べ
ま
せ
ん
か
？ 

こ
れ
は
悪
く

こ
れ
は
悪
く

な
っ
た
時
に
必
要
に
応
じ
て
臨
時

な
っ
た
時
に
必
要
に
応
じ
て
臨
時

に
訪
問
す
る
も
の
で
、
そ
の
と
き

に
訪
問
す
る
も
の
で
、
そ
の
と
き

限
り
で
あ
と
は
ま
た
通
院
で
診
て

限
り
で
あ
と
は
ま
た
通
院
で
診
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

一
方
、
在
宅
医
療
の
中
で
重
き

一
方
、
在
宅
医
療
の
中
で
重
き

を
置
い
て
い
る
の
は「
訪
問
診
療
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宅
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検
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入
れ
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
対

応
ま
で
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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と
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。

ま
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、
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衰
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期
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ま
た
、
が
ん
や
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衰
の
末
期
状

態
の
方
で
本
人
、
ご
家
族
が
「
最

態
の
方
で
本
人
、
ご
家
族
が
「
最

期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
」
と
希
望

期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
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望
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、
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取
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。
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す
。

お
家
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出
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療
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療
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見
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な
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。
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。
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療
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療
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う
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限
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。
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■
経
済
的
な
ご
事
情
な
ど
で
医
療
費
の
お
支
払
い
に
お
困
り
の
方
、「
無
料
低
額
診
療
事
業
」
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※ 健文会オリジナル「タオル体操」ＤＶＤから、毎号連載
で「２コマずつ」ポイント解説しています。

③ 首の運動

④ 前腕の回内・回外運動
　タオルを二つ折りにして、肘を少し曲げ拳を上に向けて
（回外）両手でタオルを持ちます。肘を伸ばしながらタオ
ルを絞るように手を内へ返します。（回内）
　両手の間隔を開けずに持つのがポイントです。

みんなみんなでで
「タオル体操」「タオル体操」をを

 

02
在宅医療
専門医
って？ ②

生協小野田診療所生協小野田診療所
内科所長　内科所長　廣田 勝弘ワンポイントアドバイス

タオルを首に
かけましょう。

首の運動です。
上下、左右、首回し

ゆっくりと丁寧に
おこないましょう。

タオルを二つ折りに
し縦に持ちます。

親指が上にくるように
握りましょう。

肘を伸ばしながら
タオルを絞ります。

STEP
03

STEP
04

２
月
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
５
の「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」

に
関
わ
る
問
題
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会
森
喜

朗
会
長
の
発
言
。
海
外
か
ら
の

批
判
に
押
さ
れ
る
形
で
、
問

題
が
顕
在
化
し
て
い
き
ま
し

た
。「
森
氏
の
発
言
と
そ
の
場

の
関
係
者
の
反
応
は
、
性
差
別

が
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を

リ
ー
ド
す
べ
き
組
織
に
ま
ん
延

し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
だ
と
判

断
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
も

の
」（「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
学
会
」
の
緊
急
声
明
）

で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
に
限
ら

な
い
こ
と
は
、
シ
リ
ー
ズ
で
も

紹
介
し
た
通
り
で
す
。

一
方
で
前
進
も
。「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の
広
が
り

で
す
。
自
治
体
が
同
性
同
士
の

カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
に
相
当
す
る

関
係
と
認
め
証
明
書
を
発
行
す

る
も
の
で
、
２
０
１
５
年
11
月

に
渋
谷
区
と
世
田
谷
区
で
始
ま

り
２
０
２
０
年
12
月
現
在
66

の
自
治
体
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
山
口
県
で
は
宇
部
市
が

２
０
２
０
年
度
中
の
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
導
入

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
（
※
）。

あ
れ
も

こ
れ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（※）『パートナーシップ宣誓制度』とは

（宇部市ホームページより）

〇夫婦に準じる共同生活を送っている性的少数者のカップルが、自治体の首長に対
し、双方が互いのパートナーであることを宣誓することで、これを公に認めるも
のです。本市では、宣誓書を受領したことを認める受領証とカードを交付します。
（本市では、オンラインでも宣誓が可能）

〇パートナーシップ宣誓制度の導入により期待されるサービスとして、公的なもので
は、市営住宅の入居など、民間では、他市の事例によると、病院での面会、携帯電
話の家族割引、生命保険金の受取りなどがあります。



（ 3 ）2021年３月 第275号

■
憲
法
25
条（
生
存
権
）
９
条（
平
和
主
義
）
13
条（
幸
福
追
求
権
）
が
活
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

健
文
会
理
事
長　

野
田　

浩
夫

資
本
主
義
が
生
む

気
候
危
機

　

い
ま
言
論
界
は
「
斎
藤
幸
平
現

象
」
だ
。
将
棋
で
い
え
ば
藤
井
聡

太
の
よ
う
に
、
33
歳
の
若
者
が
旋

風
を
起
こ
し
て
い
る
。
分
か
り
や

す
い
「
人
新
世
の
『
資
本
論
』
」

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
１
０
０
分
ｄ
ｅ

名
著
『
資
本
論
』
」
テ
キ
ス
ト
の

売
れ
行
き
が
凄
ま
じ
い
。
前
者
は

20
万
部
以
上
売
れ
て
「
新
書
大

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

人
類
絶
滅
を
現
実
の
も
の
に
す

る
気
候
危
機
を
生
み
、
一
向
に
解

決
で
き
な
い
資
本
主
義
は
一
刻
も

早
く
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
主
張
は
明
快
だ
。

　

し
か
し
、そ
の
た
め
に
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い

の
か
と
い
う
方
向
性
は
ま
だ
具
体

性
を
欠
き
、読
者
を
戸
惑
わ
せ
る
。

　

そ
の
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と

し
て
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
新
し
い
政

治
思
想
「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」

m
unicipalism

(

訳
せ
ば
、
自
治

体
主
義)

が
一
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
想
像
し
に
く
い
。

　

じ
つ
は
、
最
近
そ
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
た
の
で
、
こ
の
場
で
紹
介

し
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
不
可
欠
の
雑

誌
、
月
刊
「
住
民
と
自
治
」
の

２
０
２
１
年
2
月
号
の
目
玉
記
事

が
地
方
自
治
研
究
所
理
事
長
の
岡

田
知
弘
さ
ん
と
、
元
鳥
取
県
知
事

で
民
主
党
政
権
時
代
の
総
務
大
臣

片
山
善
博
さ
ん
の
対
談
だ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
岡
田
さ
ん
は
片
山
さ

ん
の
新
著
「
知
事
の
真
贋
」
文
春

新
書
を
絶
賛
し
て
い
た
。

地
方
議
員
の
存
在
意
義

は
創
る
こ
と

　

私
も
す
ぐ
に
読
ん
で
み
た
が
、

本
の
題
名
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

面
白
さ
で
、
特
に
地
方
議
会
を
論

じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
秀
逸
だ
っ

た
。
要
約
だ
が
次
の
部
分
な
ど
と

て
も
刺
激
的
だ
。

　
【
地
方
議
員
の
存
在
意
義
を
、市

民
の
要
望
を
首
長
に
伝
達
す
る
こ

と
や
首
長
か
ら
の
提
案
の
点
検
に

限
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
首
長

へ
の
質
問
回
数
を
自
慢
す
る
の
も

意
味
は
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
は

市
民
個
人
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
で
き

る
。
議
会
の
本
当
の
仕
事
は
自
ら

決
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
独
創
的

な
条
例
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
市

民
が
自
由
に
意
見
を
主
張
す
る
機

会
を
議
会
に
常
時
設
け
、
そ
れ
を
丁

寧
に
聴
い
て
条
例
に
仕
上
げ
て
首
長

を
働
か
せ
る
と
こ
ろ
に
地
方
議
会

の
本
当
の
役
割
が
あ
る
の
だ
】

　

こ
の
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
「
ミ
ュ
ニ

シ
パ
リ
ズ
ム
の
ス
タ
ー
ト
地
点
だ
」

と
思
う
。
議
会
が
そ
う
い
う
ふ
う

に
変
わ
れ
ば
気
候
危
機
の
解
決
や

地
方
の
貧
窮
へ
の
抵
抗
の
足
掛
か

り
が
で
き
る
。
本
当
の
人
民
的
議

会
主
義
は
き
っ
と
こ
う
い
う
も
の

だ
。
私
た
ち
も
議
会
で
意
見
を
言

い
続
け
る
市
民
で
あ
り
た
い
。

　

歯
科
技
工
士
と
い
う
職
業
を

ご
存
知
で
す
か
？
歯
科
で
型

取
り
し
た
歯
の
模
型
に
銀
歯
や

入
れ
歯（
補ほ
て
つ
ぶ
つ

綴
物
）を
作
る
職

人
で
す（
※
）。協
立
歯
科
に
は

歯
科
技
工
士

が
在
籍
し
て
い

ま
す
。補
綴
物

を
セ
ッ
ト
す
る

際
、お
口
の
中

で
調
整
し
た

も
の
を
最
終

研
磨
で
ピ
カ
ピ

カ
に
仕
上
げ
た
り
、症
例
に
よ
っ

て
は
壊
れ
た
入
れ
歯
を
そ
の
日

の
う
ち
に
修
理
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。数
日
か
か
る

は
ず
の
入
れ
歯
の
修
理
が
そ
の

日
の
う
ち
に
で
き
る
の
は
嬉
し

い
で
す
ね
。

　

補
綴
物
を
作
る
プ
ロ
で
す
か

ら
、安
心
の
仕
上
が
り
で
す
。し

か
も
全
て
安
心
の
日
本
製
！

こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
の
技
術
で
安

心
安
全
の
補
綴
物
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

（
協
立
歯
科　

歯
科
技
工
士

前
井
出
花
菜
）

シリーズ歯科だより 6

協立歯科に協立歯科に
歯科技工士が歯科技工士が
いますいます

＜３地域の行動　お知らせ＞
美祢・山陽小野田・宇部地域美祢・山陽小野田・宇部地域

日時： 3月13日 ( 土 ) 13時30分～
場所： 厚南体育広場　集合（宇部市厚南中央 5丁目 6）
内容： 集会 13:30 ～（30分間）→パレード 14:00 ～
 ゆめタウン宇部まで 解散　
問い合わせ：安藤公門Tel 080-6331-0960

山口地区山口地区
「さよなら原発アクション in やまぐち」
日時： 3月13日 ( 土 )13時30分～
場所： 山口市民会館前　集合
内容： ミニ集会（30分）→パレード
 （商店街まで：さぽらんて付近で解散）
問い合わせ：大久保雅子Tel 090-9466-0899
同時開催：「上関の自然を守る会」 写真展（共催：被爆二世の会）
日時： 3 月 13日（土）～ 3月 20日（土）
会場： 山口市市民活動支援センター
 さぽらんて
 （10時～ 18時、水曜休み、最終日 15時まで）

下関地域下関地域
日時： 3月11日 ( 木 )12時～ 13時
場所： 下関市役所前　集合
内容： 集会＆お散歩デモ　　
問い合わせ：鍬野保雄Tel 090-4898-0128

※　新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては当日の内容
が変更になる場合もあります

福島の原発事故から 10年
私たちは、福島を忘れない

※コロナ禍のため、全体で集まる山口大集会はおこなわれませ
ん。地域別行動にぜひ、ご一緒に参加しましょう。
※下記３地域以外でもとりくみが予定されています。お住まい
の近くの詳細情報を知りたい方は、まずはお問い合わせ下さい
支援部 ☎（０８３６）３４－２５１０まで

さよなら上関原発さよなら上関原発

子どもたちの未来を守るために。子どもたちの未来を守るために。

原発のない社会へ！原発のない社会へ！

ともに声をあげまともに声をあげましょう！しょう！

　ちょっと不便な場所に住ん
でいますが四季を通じて山の
幸にめぐまれたくさんの食材
を保存してたのしんでいま
す。秋は裏山でとれた栗をむ
き、軽く砂糖をまぶし、パッ
ク詰めにしてお友達に配った
り冷凍保存しておき、一年中栗ご飯をたのしんでいます。春はとれ
たての筍を大鍋で茹でてこれも軽く砂糖をまぶして冷凍保存してお
きます。一年中筍ごはんやお煮しめに使えます。
　最近、お知り合いから教えてもらって切り干し大根作りにはまっ
ています。畑でとれた器量の悪い大根を細長く割り箸くらいの形に
切り干しておきます。保存しておいて、シイタケと一緒に甘辛く炊
いて巻き寿司の具にするとかんぴょうのような食感でとても美味し
いですよ。 　（Ｙ・Ｙ）

 ば ばああちゃんちゃんのの

 知恵袋知恵袋
ちょいと砂糖をまぶし、冷凍保存するだけで…
いつまでもシャキシャキ感が長持ちする！

わが家に伝わる

生活の知恵を

みなさんに

あおすそわけしま
す

細かいところは拡大鏡を
覗きながら作業します

新
し
い
政
治
思
想
ミ
ュニ
シ
パ
リ
ズ
ム

※ 歯科技工士は、生協小野田診療所
　 歯科にも在籍しています。
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岐波支部の毎月第３水曜日9時半～は、支
部のたまり場「ゆず」で“映画を観る会”の
日です。この会は約2年続いていて、みなさ
ん早くから「次の映画は何？」と、いつも楽
しみにされています。先日1月20日は、山
田洋次監督の「おとうと」でした。
映画を観終わった後すぐ、参加者から口々

に感想が出されます。
「主人のことを思
い出して、胸が詰ま
りました」「この会
で、昔のいい映画が
観られるのが、いい
なあと思います」「何
回見ても、新たな感動があるね」次の２月は、
妹尾河童さんの「少年Ｈ」。コロナ禍でみな
さん外出自粛されています。
こんな時だからこそ何かひとつでも楽しみ
事があり、外に出るきっかけになればと。
 （岐波支部　映画を観る会）

コーヒーブレイク ㉛

映画を観る悦びを
分かち合おう

健康のひろばを、ご近所の組合員にお届けする『手配りさん』を募集しています。ご協力いただける方は　☎ ０８３６－３４－２５１０　まちづくり組合員活動支援部まで。

■
転
居
及
び
氏
名
変
更
、
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
（
電
話
０
８
３
６
ー
３
４
ー
２
５
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
身
近
な
出
来
事
ご
意
見
ご
感
想
な

ど
、
ひ
と
言
そ
え
て
下
さ
い
。
ご
意
見
ご

感
想
は
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

●
当
選
者
に
薄
謝　

５
名
様
分

●
締
切　

２
０
２
１
年
3
月
末
日

●
発
表　

２
０
２
１
年
5
月
号
に
て

●
あ
て
先　

〒
７
５
５ｰ 

０
０
０
５

　

宇
部
市
五
十
目
山
町
15
の
７
の
１

医
療
生
協
健
文
会
ま
ち
づ
く
り
組
合
員

　

活
動
支
援
部
ク
イ
ズ
係
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
３
６ｰ 

３
４ｰ 

２
５
１
２

メ
ー
ル
：sosiki_kenbun@

yahoo.co.jp

【
２
０
２
1
年
1
月
号
の
答
え
】

無
料
・
低
額
診
療
制
度

を
地
域
へ
知
ら

せ
る
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
当
選
者
】

山
陽
支
部　

縄
田
敏
彰
さ
ん

常
盤
支
部　

池
田
伸
子
さ
ん

琴
芝
支
部　

開
地
京
子
さ
ん

下
関
支
部　

磯
部
一
博
さ
ん

岐
波
支
部　

安
富
健
児
さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問　題
●●〇さん増やしに頑張った下関支部。
意識的にとりくんだ結果、昨年９月に１８％だった
●●〇率が２ヶ月で２６％に。４０％達成めざしています！

（●は漢字、○にはひらがなが入ります。ヒントは１面）

2021年３月号

【
山
陽
支
部　

八
木
瑞
江
さ
ん
】

　

あ
い
う
べ
体
操
…
散
歩
の
と
き
、
人
と
あ

ま
り
出
会
わ
な
い
場
所
ま
で
行
く
と
、
大
き

い
声
で
１
０
０
回
位
言
い
続
け
ま
す
。
声
が

出
る
と
、
歩
き
方
が
早
く
な
る
の
で
、
ゆ
っ

く
り
歩
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
登
り
坂

は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
下
り
は
ど
う
し
て
も
早

く
な
っ
て
、
一
人
で
思
わ
ず
笑
い
な
が
ら
歩
い

て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、
風
邪

を
ひ
か
な
く
な
っ
た
み
た
い
で
す
。
健
康
に

は
充
分
気
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

【
見
初
神
原
支
部　

小
林
知
子
さ
ん
】

　

身
近
な
情
報
と
健
康
に
関
す
る
知
識
の
内

容
が
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
２
月
号
は

子
ど
も
の
通
っ
て
い
る
中
学
校
が
記
事
に
な

っ
て
い
た
の
で
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
た
め
に
な

る
情
報
発
信
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
準
備
地
域　

上
野
洋
子
さ
ん
】

　

大
自
然
は
す
ご
い
‼ 
誰
も
外
に
出
ら
れ
な

い
程
の
大
雪
だ
と
「
ス
ト
ッ
プ
」
と
云
わ
れ

な
く
て
も
、
日
本
列
島
全
体
が
自
粛
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ぐ
ま
保
育
園
の

日
々
日
々 

33

1 月の雪の日。そり滑りをしたり、雪だるまやかまくらを作ったりと、めったにな1月の雪の日。そり滑りをしたり、雪だるまやかまくらを作ったりと、めったにな
い雪の日を思う存分楽しみました。い雪の日を思う存分楽しみました。

 住所不明にともなう
「みなし自由脱退」の処理について

2020 年 12 月末日の基準日において、当会機関紙「健康のひろば」
や残高通知などが宛先不明で返送され、登録の電話番号で連絡がとれ
ず、かつ事業所の利用や出資金の変動がみられない組合員を対象にし
て、定款第 10条 2項および住所不明組合員の脱退手続きに関する規
則に基づき、2021 年 3 月末日付けでみなし自由脱退処理をおこない
ます。
つきましては、みなし自由脱退処理を行う組合員を、2月 18日（木）
～ 3月 16 日 ( 火 ) まで、健文会本部、まちづくり組合員活動支援部
及び健文会が運営する病院、診療所で確認できるようにしています。
住所変更などの届け出がお済みでない組合員は、ご確認の上、住所
変更の手続きをおこなっていただきますようお願いいたします。
 2021 年 2月 17日　
 医療生活協同組合健文会理事会　

読者のみなさまへ
10 年以上に渡り連載してきました
「家族がいちばん」は
2021 年３月号をもって終了します。
長い間ありがとうございました。

読読

者者

声声

のの

(公告)

１月の大雪の日、病
院通用口に小さなお
地蔵様がいて、交通
安全を祈ってくれて
いるみたいでした。
 （撮影：野田浩夫）


